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明
治
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一
、	

有
賀
長
隣
と
有
賀
家

大
阪
市
立
大
学
所
蔵
の
森
文
庫
の
旧
蔵
者
、
森
繁
夫
が
、
そ
の
著
書
『
人
物
百
談
』①
の
な
か
で
、「
有
賀
長
伯
家
の
代
々
」
と
し
て
有
賀
（
あ
る
が
）
家

は
上
方
に
お
け
る
堂
上
派
地
下
歌
人
の
名
家
で
あ
り
、
近
世
初
期
か
ら
幕
末
明
治
初
期
に
い
た
る
ま
で
の
歌
学
の
家
と
し
て
、
命
脈
を
伝
え
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
一
節
を
次
に
あ
げ
る
。

浪
華
歌
壇
を
論
じ
て
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
有
賀
一
家
の
人
々
で
あ
る
。
有
賀
家
の
祖
は
長
伯
で
あ
り
、
長
因
・
長
収
・
長
基
・
長
隣
を
経
て
、

彼
の
国
際
法
の
権
威
者
、
文
学
博
士
法
学
博
士
長
雄
、
其
弟
に
し
て
実
業
界
の
重
鎮
た
り
し
長
文
に
至
る
の
で
あ
る
。①

さ
ら
に
、

歌
道
系
図
は
、
堂
上
派
以
外
に
は
、
羽
倉
春
満
を
祖
と
し
そ
れ
か
ら
真
淵
、
真
淵
か
ら
宣
長
及
所
謂
江
戸
派
の
春
海
、
千
蔭
、
ま
た
宣
長
か
ら

出
た
篤
胤
の
一
派
、
別
に
清
水
谷
家
か
ら
出
た
香
川
景
樹
、
こ
れ
等
を
主
な
る
流
派
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
何
れ
も
年
代
か
ら
云
え

ば
其
流
祖
は
若
い
も
の
で
、
独
り
大
阪
の
有
賀
家
は
遠
く
足
利
期
か
ら
、
す
な
は
ち
実
隆
・
実
枝
か
ら
伝
授
が
続
い
て
を
る
の
で
、
地
下
の
歌

人
と
し
て
は
外
に
其
類
が
な
く
、
伝
統
を
尚
ぶ
当
時
に
在
て
は
、
歌
壇
の
誇
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
有
賀
家
歴
代
に
つ
い
て
は
、『
関
西
黎
明
期
の
群
像
』②
に
、「
有
賀
長
隣
・
種
痘
活
動
を
助
け
た
旧
派
名
門
歌
人
」
と
し
て
、
ま
と
め
た
が
、
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有
賀
長
隣
が
幕
末
期
だ
け
で
は
な
く
、
開
化
期
に
和
歌
旧
派
で
華
や
か
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

地
下
歌
人
の
歌
学
と
文
明
開
化
期
の
和
歌
を
繋
げ
て
、
旧
来
の
書
籍
に
も
手
を
加
え
時
代
に
即
し
た
歌
書
に
改
め
た
こ
と
、
そ
の
歌
書
も
銅
板
と

い
う
、
新
時
代
の
印
刷
印
行
に
か
け
る
な
ど
、
当
時
の
旧
派
歌
人
の
活
動
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
述
べ
て
い
き
た
い
。

二
、	
有
賀
家
と
歌
書

有
賀
家
は
、
有
賀
長
伯
を
祖
と
す
る
歌
学
の
伝
承
が
あ
っ
て
、
長
伯
は
、
平
間
長
雅
の
門
人
、
日
野
弘
資
の
門
人
に
し
て
望
月
長
孝
に
古
今
集
を

は
じ
め
と
す
る
歌
学
の
継
承
を
受
け
る
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
は
、
不
詳
な
が
ら
、「
有
賀
家
の
七
部
書
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
有
賀
長
収
の
こ

ろ
の
こ
と
か
と
お
ぼ
し
く
、
そ
の
七
部
書
で
も
っ
と
も
流
布
し
た
歌
書
『
和
歌
麓
の
塵
』
の
発
刊
に
長
収
が
あ
た
っ
て
い
る
。

和
歌
の
作
法
書
と
し
て
『
和
歌
麓
の
塵
』
は
、
非
常
に
流
布
し
た
版
本
で
、
奥
付
も
寛
政
年
間
の
初
刷
か
ら
版
を
重
ね
て
明
治
刷
の
版
面
の
疲
れ

た
本
も
多
い
。

有
賀
長
伯
は
、
有
賀
歌
学
の
祖
と
な
る
わ
け
だ
が
、『
国
書
総
目
録
』
を
み
る
と
二
十
八
点
も
の
編
著
、
著
述
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
作
法

書
が
多
く
、
和
歌
初
心
の
入
門
書
、
歌
会
参
座
に
便
利
な
も
の
が
多
い
。

「
有
賀
家
の
七
部
書
」
と
称
さ
れ
る
も
の
は
次
の
七
点
で
あ
る
。

　
　

・『
和
歌
世
々
の
栞
』

　
　

・『
初
学
和
歌
式
』

　
　

・『
浜
の
真
砂
』

　
　

・『
和
歌
八
重
垣
』

　
　

・『
歌
林
雑
木
抄
』
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・『
和
歌
分
類
』

　
　

・『
和
歌
麓
の
塵
』

で
、こ
の
七
点
を
「
有
賀
家
の
七
部
書
」
と
世
に
称
し
て
、和
歌
学
習
段
階
と
習
得
手
順
毎
の
歌
書
ら
し
く
み
せ
た
の
も
、有
賀
長
収
と
思
し
い
。『
和

歌
麓
の
塵
』
の
編
者
は
、
有
賀
長
伯
で
、
発
行
に
あ
た
っ
た
の
が
長
収
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
、
松
尾
芭
蕉
の
七
部
書
に
倣
い
、
和
歌
学
習
の
段
階
で
、
啓
蒙
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
学
力
に
従
い
、
歌
書
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

物
学
び
の
常
で
、
和
歌
実
作
に
簡
便
で
初
心
者
向
き
の
『
和
歌
麓
の
塵
』
の
一
点
さ
え
あ
れ
ば
、
大
抵
の
事
足
れ
り
と
い
う
内
容
の
歌
書
で
も
あ
っ

た
。
芭
蕉
七
部
集
は
、
佐
久
間
柳
居
が
、
蕉
門
の
俳
諧
連
句
選
集
の
選
集
七
部
十
二
冊
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
連
句
選
集
に
つ
け
た
呼
称
を
、

歌
書
の
呼
称
に
倣
う
あ
た
り
、
卑
俗
通
俗
の
地
下
歌
学
の
普
及
化
に
は
手
頃
な
名
付
け
と
い
え
る
。

芭
蕉
七
部
集
の
編
者
、
佐
久
間
柳
居
は
『
五
色
墨
』
運
動
の
中
心
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
で
あ
る
「
七
部
」
を
、
我
が
歌
学
に
も
名
を
冠
せ

る
あ
た
り
に
、
有
賀
家
の
し
た
た
か
さ
も
感
じ
さ
せ
る
。

『
和
歌
麓
の
塵
』
の
有
賀
長
収
巻
頭
序
文
を
次
に
あ
げ
る
。

歌
よ
ま
む
と
志
す
童
蒙
の
詞
の
林
を
た
つ
ね
た
ら
む
に
あ
ま
り
繁
き
は
分
に
と
は
れ
て
見
る
に
わ
つ
ら
は
し
く
又
す
く
な
き
は
た
ら
す
し
て
心

ゆ
か
さ
る
へ
し
さ
り
と
て
し
を
り
な
く
て
は
一
歩
も
す
ゝ
み
か
た
く
た
ま
〳
〵
い
み
し
き
趣
意
を
お
も
ひ
得
て
も
其
心
を
う
つ
す
へ
き
詞
を
し

ら
さ
れ
は
空
し
く
打
を
き
ぬ
へ
し
こ
ゝ
に
祖
父
長
伯
い
ま
そ
か
り
し
世
う
ゐ
ま
な
ひ
の
た
つ
き
に
も
と
歌
の
む
し
ろ
に
た
つ
さ
へ
て
出
て
み
せ

も
し
見
も
し
手
な
ら
さ
れ
し
小
冊
あ
り
年
頃
わ
か
ふ
と
こ
ろ
に
伝
へ
も
て
る
を
親
し
く
せ
る
友
の
梓
に
ち
り
は
め
て
よ
と
し
ゐ
て
乞
る
ゝ
に
い

な
み
か
た
け
れ
は
書
舗
の
何
か
し
に
あ
つ
ら
へ
つ
く
る
つ
ゐ
て
猶
見
や
す
か
ら
ん
た
め
に
詞
の
長
短
を
わ
か
ち
か
つ
證
歌
を
補
ふ
か
ゝ
れ
は
切

磋
功
つ
も
り
て
天
空
た
な
引
く
ま
て
お
ひ
の
ほ
れ
る
如
く
き
れ
の
堺
に
い
た
る
へ
き
山
口
と
も
な
り
な
ん
や
と
て
麓
の
ち
り
と
名
つ
く
る
の
み

有
賀
長
収
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享
和
辛
酉
の
秋

こ
れ
に
よ
っ
て
、
出
版
に
い
た
る
経
緯
の
あ
ら
ま
し
が
察
せ
ら
れ
る
が
、「
祖
父
長
伯
」
と
序
文
中
に
あ
げ
て
、
本
の
書
型
体
裁
も
中
本
二
冊
、
享

和
辛
酉
は
享
和
元
年
、
有
賀
長
収
五
十
一
歳
に
あ
た
る
。

『
和
歌
麓
の
塵
』
は
、
有
賀
家
の
歌
書
と
し
て
最
も
知
ら
れ
た
歌
書
と
な
っ
た
の
は
、
利
用
し
や
す
い
簡
便
さ
、
中
本
三
冊
（
二
冊
本
、
三
冊
本
、

薄
葉
一
冊
本
と
体
裁
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
）
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
で
比
較
的
廉
価
、
軽
便
な
歌
書
で
あ
っ
て
、
有
賀
長
収
の
大
阪
地
下
（
ぢ
げ
）

歌
人
の
名
流
と
し
て
の
立
場
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
和
歌
麓
の
塵
』
は
、
こ
の
後
、
明
治
期
に
到
る
ま
で
、
有
賀
家
の
歌
書
の
要
と

な
る
。

架
蔵
本
の
版
本
『
和
歌
麓
の
塵
』
の
明
治
版
（
三
冊
本
）
は
、
袋
付
で

以
敬
斎
有
賀
長
伯
著

　

和
歌
麓
の
塵

明
治
二
十
三
年

七
月
刊
行　
　
　
　

布
美
廼
舎
蔵
版

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
見
返
し
も
袋
と
同
じ
版
木
を
用
い
て
い
る
。
有
賀
長
伯
、
布
美
廼
舎
蔵
版
を
明
示
し
て
い
る
。
奥
付
は
、

明
治
二
十
三
年
七
月
五
日
印
刷

同　

二
十
三
年
七
月
十
日
出
版

　

著
作
者　

故
人　

有
賀
長
伯

　
　
　
　
　

京
都
市
下
京
区
寺
町
道
綾
小
路
下
ル
中
ノ
町
十
六
番
戸

　

発
行
者　

川
勝
徳
次
郎
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印
刷
者

　
　
　
　
　

京
都
市
下
京
区
寺
町
道
四
條
上
ル
大
文
字
町
十
八
番
戸

　

発
売
者　

田
中
治
兵
衛

と
あ
る
。
明
治
中
期
に
も
『
和
歌
麓
の
塵
』
が
、
長
伯
の
名
を
冠
し
て
書
店
の
棚
に
は
、
並
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、「
四
、「
改
正
増
補　

麓
の
塵
」」
で
、
つ
ぶ
さ
に
述
べ
る
。

三
、	

有
賀
長
隣
と
種
痘

有
賀
長
隣
は
、
幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
有
賀
家
の
当
主
で
あ
っ
た
。
長
収
は
、
先
代
の
長
因
（
長
川
）
の
養
子
で
、
長
収
の
つ
ぎ
の
長
基
も
養
子

で
、
長
隣
は
長
基
の
実
子
で
あ
っ
た
。

有
賀
長
隣
、
文
政
元
年
六
月
十
九
日
生
ま
れ
、
明
治
三
十
九
年
十
一
月
一
日
歿
、
享
年
八
十
九
歳
。
号
を
情
斎
、
ま
た
は
思
継
斎
。
和
歌
の
ほ
か

に
、
蹴
鞠
に
も
秀
で
て
い
た
と
い
う
。

国
学
や
和
歌
に
親
し
む
人
は
、
蘭
学
を
毛
嫌
い
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
な
か
で
、
有
賀
長
隣
は
、
緒
方
洪
庵
と
和
歌
を
通
じ
て
親
し
く
、
ま
た
緒

方
洪
庵
と
と
も
に
、
除
痘
館
運
営
に
あ
た
っ
た
種
痘
医
松
本
俊
平
と
懇
意
で
あ
っ
た
。④
⑤

　
「
大
阪
市
種
痘
歴
史
」
に
、
つ
ぎ
の
記
事
が
あ
る
。

松
本
俊
平
ハ
西
成
郡
北
野
村
東
北
一
小
村
ノ
住
人
国
学
者
有
賀
長
隣
（
長
雄
長
文
両
博
士
父
）
方
ヲ
続
苗
所
ト
シ
、
貧
人
ヲ
誘
致
シ
定
日
出
張

シ
テ
文
久
二
年
頃
迄
継
続
シ
タ
リ
、
其
間
有
賀
氏
貧
人
ノ
勧
誘
ニ
与
リ
テ
力
多
シ
ト
云
フ

あ
と
で
述
べ
る
が
、
有
賀
長
雄
と
有
賀
長
文
と
が
種
痘
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
緒
方
洪
庵
の
日
記
を
み
る
と
、
長
隣
の
娘
は
、
緒
方
洪
庵
か

ら
種
痘
施
術
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。⑥
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緒
方
洪
庵
の
日
記
「
癸
丑
年
中
日
次
之
記
」
嘉
永
六
年
に
見
え
る
長
隣
の
記
事
を
あ
げ
る
。

二
月
十
八
日

　

・
有
賀
長
隣
留
守
に
来
る
。
二
十
四
日
初
会
之
事
申
置
よ
し
。

二
月
二
十
四
日

　

・
有
賀
初
会
難
波
橋
西
照
庵
に
て
催
。
出
席
す

六
月
十
三
日

　

・
今
朝
有
賀
娘
種
痘
す
。

八
月
三
日

　

・
夜
有
賀
長
隣
、
大
田
雲
若
来
る
。

長
隣
と
同
道
で
、
洪
庵
自
宅
を
訪
れ
て
昼
食
ま
で
馳
走
に
な
っ
て
い
る
村
井
俊
蔵
は
、
除
痘
館
運
営
に
協
力
し
た
洪
庵
の
同
志
で
あ
る
。⑥

緒
方
洪
庵
は
、
蘭
方
医
、
種
痘
医
を
集
め
て
「
除
痘
館
歌
会
」
を
催
し
、
月
並
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
日
記
か
ら
は
、
萩
原
広
道
や

久
貝
正
典
、
黒
沢
翁
麿
、
六
人
部
秀
香
な
ど
の
、
和
歌
や
歌
書
で
の
付
き
合
い
が
拾
え
る
。

有
賀
家
は
、
幕
末
期
さ
ほ
ど
経
済
的
に
豊
か
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
洪
庵
た
ち
が
種
痘
館
運
営
に
一
番
苦
労
し
て
い
た
「
種
接

ぎ
」
に
助
力
し
た
の
が
、
旧
習
保
守
的
と
思
わ
れ
が
ち
な
国
学
者
歌
人
の
有
賀
家
で
あ
り
、
有
賀
の
娘
は
洪
庵
自
ら
の
施
術
に
よ
る
種
痘
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
有
賀
家
の
子
供
た
ち
は
、
明
治
に
な
る
と
東
京
に
父
、
長
隣
と
と
も
に
移
住
し
て
文
明
開
化
を
迎
え
る
。

四
、	

銅
板
『
改
正
増
補
　
麓
の
塵
』

本
稿
で
は
明
治
期
の
時
勢
を
考
察
す
る
た
め
に
、版
本
の
『
和
歌
麓
の
塵
』
後
刷
り
、明
治
二
十
三
年
版
を
取
り
上
げ
た
が
、明
治
十
四
年
に
『
改
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正
増
補　

麓
の
塵
』
が
「
原
著
者　

故
人
有
賀
長
伯
」「
相
続
人
並
校
正
増
補
人　

有
賀
長
隣
」
と
し
て
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
旧
時
代
の
書
林
の
商
規
約
で
、
版
権
は
版
木
所
有
者
で
あ
っ
た
。
版
権
の
移
動
は
版
木
の
売
買
に
よ
っ
た
。
版
本
の
『
和
歌
麓
の
塵
』
は
、

「
発
行
者　

印
刷
者　

川
勝
徳
次
郎
」「
発
買
者　

田
中
治
兵
衛
」
で
売
ら
れ
て
い
る
が
、
有
賀
家
の
直
接
収
入
と
は
な
ら
な
い
。

『
改
正
増
補　

麓
の
塵
』
は
、
文
明
開
化
期
の
題
詠
に
対
応
し
て
和
歌
題
の
増
補
に
、
長
隣
が
あ
た
り
、
新
時
代
の
機
運
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た

新
時
代
の
歌
書
で
あ
っ
た
。

ま
た
、『
改
正
増
補　

麓
の
塵
』
の
版
型
は
、
小
本
四
冊
の
小
本
。
銅
板
と
石
版
は
、
木
版
整
版
に
な
れ
た
読
書
人
に
は
、
微
細
文
字
や
精
緻
な

図
版
が
生
か
せ
る
も
の
と
し
て
非
常
な
人
気
が
あ
っ
た
。
大
阪
で
は
、
弾
琴
緒
が
歌
集
出
版
で
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
活
版
印
刷
で
の
出
版
業
務
運
営
に

あ
た
っ
て
い
る
。

ほ
ぼ
、
同
時
期
に
、
版
本
と
増
補
改
正
の
銅
板
本
が
売
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、『
改
正
増
補　

麓
の
塵
』
の
書
誌
を
あ
げ
る
。

　
　

 

『
改
正
増
補　

麓
の
塵
』（
架
蔵
本
）

・
版
型　

小
本
四
冊
、
銅
板

・
丁
数　

一
（
序
文
２
丁
、
上
・
１
丁
～
９
０
丁
、
９
０
丁
）、
二
（
下
・
１
丁
～
３
２
丁
、
３
２
丁
）
三
（
３
３
丁
～
１
１
７
丁
、
８
４
丁
）、

四
（
１
１
８
丁
～
１
８
４
丁
、
６
６
丁
、
和
歌
麓
の
塵
附
録
１
４
丁
、
附
録
跋
１
丁
）
計
２
２
３
丁

こ
れ
を
、
版
本
と
照
合
す
る
と
、
版
本
は
、
三
冊
本
の
場
合
、
上
（
本
文
９
６
丁
、
９
６
丁
）、
中
（
１
丁
～
８
６
丁
、
８
６
丁
）、
下
（
８
７
丁
～

１
９
６
丁
・
１
０
９
丁
）
で
あ
る
が
、
本
文
の
版
面
を
、
そ
の
ま
ま
銅
板
の
版
面
に
起
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、『
改
正
増
補　

和
歌
麓
の
塵
』
の
本
文
の
巻
頭
に
は

　
　
　
　

以
敬
斎
有
賀
長
伯
述
原
著

　
　
　
　

狭
々
廼
舎
有
賀
長
隣
校
正
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と
し
て
い
る
。
本
文
に
対
し
て
の
校
異
な
ど
も
全
く
な
い
。
四
冊
目
の
「
麓
の
塵
」
本
文
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
和
歌
麓
の
塵
附
録
」
十
四
丁
は
「
有

賀
長
隣
著
」
と
し
て
、「
麓
の
塵
」
の
著
述
形
式
を
真
似
て
、い
わ
ゆ
る
「
開
化
題
」
と
「
歌
枕
」
の
拡
大
に
よ
っ
て
増
加
し
た
名
所
や
、「
文
明
開
化
」

の
新
風
俗
を
い
か
に
詠
む
か
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
和
歌
麓
の
塵
』
は
、
近
世
初
期
の
歌
学
書
を
も
と
に
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、

近
世
後
期
に
は
、
加
納
諸
平
編
『
類
題
和
歌
鰒
玉
集
』
や
長
澤
伴
雄
編
『
類
題
和
鴨
川
歌
集
』
な
ど
で
も
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
和
歌
題
を
、
長

隣
は
新
た
に
加
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
和
歌
麓
の
塵
附
録
」
の
増
補
に
「
祝
之
部
」
が
あ
っ
て
、
和
歌
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
は
、
賀
詞
弔
辞

に
添
え
、
ま
た
は
賀
詞
弔
辞
そ
の
も
の
と
し
て
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
た
し
な
み
と
し
て
必
修
教
養
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
旧
弊
め
い
た
古
臭
い
も

の
で
は
な
く
、
新
時
代
の
洒
落
た
趣
向
や
景
物
を
生
か
し
た
言
葉
や
詠
み
ぶ
り
、
時
代
の
必
要
に
備
え
た
と
い
う
面
が
強
く
反
映
し
て
い
る
。
宮
中

の
年
始
の
御
歌
会
に
、
広
く
庶
民
か
ら
の
献
詠
を
も
許
し
た
こ
と
な
ど
、
和
歌
と
い
う
文
芸
へ
の
参
加
が
、
新
時
代
ら
し
い
品
位
を
保
ち
つ
つ
新
時

代
「
平
民
」
に
も
相
応
し
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
近
代
短
歌
と
は
展
開
す
る
方
向
が
異
な
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

証
歌
と
し
て
例
の
和
歌
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、「
和
歌
麓
の
塵
附
録
」
に
あ
が
る
和
歌
を
み
る
と
、
そ
の
和
歌
の
多
く
が
「
よ
み
人
不
知
」

で
あ
が
り
、
著
名
の
歌
人
の
和
歌
で
は
、
佐
々
木
弘
綱
、
近
藤
芳
樹
な
ど
が
見
え
る
。
当
時
と
し
て
開
化
題
の
歌
集
で
持
て
囃
さ
れ
た
彼
ら
の
和
歌

を
入
れ
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
有
賀
長
隣
の
自
作
和
歌
と
、
長
隣
懇
意
の
歌
友
や
門
人
た
ち
の
和
歌
を
散
ら
す
よ
う
配
分
し
て
い
る
。

「
よ
み
人
不
知
」
と
し
て
あ
が
る
多
く
の
和
歌
は
、『
改
正
増
補　

和
歌
麓
の
塵
』
を
編
む
に
あ
た
っ
て
長
隣
が
新
た
に
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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五
、	

和
歌
麓
の
塵
附
録

次
に
「
和
歌
麓
の
塵
附
録
」
の
條
に
あ
が
る
明
治
期
の
和
歌
題
を
み
て
い
き
た
い
。
重
ね
て
述
べ
る
が
、
す
べ
て
が
文
明
開
化
の
題
で
は
な
い
。

幕
末
期
に
は
、「
煙
草
」
や
「
蟹
」「
煎
茶
」
な
ど
の
和
歌
は
、
も
の
珍
し
く
も
、
珍
奇
な
題
と
感
じ
る
歌
人
も
な
い
が
、『
和
歌
麓
の
塵
』
に
、
所

載
が
な
い
た
め
に
、
長
隣
が
補
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

天
長
節
・
新
年
宴
会
・
天
皇
巡
行
・
東
京
・
隅
田
川
・
月
か
瀬
・
桜
の
宮
・
箕
面
滝
・
牛
滝
・
布
引
滝
・
舞
子
浜
・
公
園
地
・
遂
道
（
ト
ン
ネ
ル
）・

開
拓
・
鉱
山
・
温
泉
・
鎮
台
・
学
技
・
洋
行
・
貿
易
・
説
教
・
士
族
帰
農
・
僧
尼
還
俗
・
散
髪
・
人
力
車
・
馬
車
・
蒸
気
車
・
蒸
気
船
・
郵
便
・
電

信
機
・
時
計
・
寒
暖
計
・
晴
雨
計
・
洋
燈
（
ラ
ン
プ
）・
望
遠
鏡
・
写
真
・
国
旗
・
貨
幣
・
新
聞
・
活
版
・
暖
室
炉
・
盆
栽
・
挿
花
・
茶
道
・
煎
茶
・

囲
碁
・
月
琴
・
三
味
線
・
煙
草
・
遊
行
・
氷
売
・
苦
熱
・
避
暑
・
蟹
・
網
船
・
茸
狩
・
芸
妓
・
娼
妓
・
屑
買
・
薬
売

ま
た
、「
祝
之
部
」
と
し
て
、
こ
と
さ
ら
に
、
次
の
部
立
が
あ
る
。

祝
之
部

四
十
賀
・
五
十
賀
・
六
十
賀
・
六
十
一
賀
・
七
十
賀
・
七
十
七
賀
・
八
十
賀
・
八
十
八
賀
・
九
十
賀
・
百
歳
賀
・
婚
姻
祝
・
誕（

マ
マ
）
身
祝
・
新
宅
祝
・
開

業
祝
・
昇
進
祝
・
本
復
祝

「
麓
の
塵
附
録
」
に
跋
を
有
賀
長
隣
は
添
え
て
い
る
。

先
つ
と
し
遠
つ
お
や
長
伯
か
も
の
せ
し
を

祖
父
長
収
か
初
学
の
た
め
に
と
て
麓
の

塵
と
名
つ
け
て
梓
に
の
せ
し
頃
よ
り
も

は
や
あ
ま
た
の
と
し
た
ち
て
世
に
く
さ
〳
〵

新
た
な
る
事
と
も
多
く
な
り
侍
散
止
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な
ら
せ
し
も
あ
れ
は
こ
た
ひ
い
に
し
へ
の

仮
名
に
あ
ら
た
め
て
題
に
と
り
出
へ
き
物

の
み
な
ら
ね
と
初
学
の
道
た
と
る
栞
と
も

な
り
な
む
と
お
も
ひ
出
る
よ
り
を
書
肆
の

乞
に
ま
か
せ
て
し
る
す
の
み

　

明
治
十
と
せ
余
り

　
　
　
　

三
と
せ
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
賀
長
隣

ま
た
、
同
書
の
奥
付
に
よ
っ
て
、
種
痘
医
の
松
本
俊
平
が
、「
続
苗
所
」
と
し
た
有
賀
長
隣
の
住
居
は
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
十
三
年
十
一
月
十
日　

版
権
免
許

明
治
十
四
年
一
月　
　
　
　

発
兌

　
　

原
著
者　

故
人　
　
　
　

有
賀
長
伯

　
　

相
続
人　

大
阪
府
平
民　

有
賀
長
隣

　
　

並
校
正
増
補
人　
　

同
府
西
成
郡
川
崎
村
四
百
七
十
二
番
地

　
　

出
版
人　
　

同　
　
　
　

野
村
秀
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
府
東
区
道
修
町
二
丁
目
六
番
地

　

発
兌
人　
　

大
阪
平
民　

柳
原
喜
兵
衛　

印
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同
府
東
区
北
久
太
郎
町
四
丁
目
十
四
番
地

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

前
川
善
兵
衛　

印

　
　
　
　
　

同
府
東
区
南
久
宝
寺
町
四
丁
目
八
番
地

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

松
村
九
兵
衛　

印

　
　
　
　
　

同
府
南
区
心
斎
橋
一
丁
目
四
十
六
番
地

　

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　

和
田
正
蔵　
　

印

　
　
　
　
　

同
府
同
区
同
町

本
の
流
通
と
書
林
の
版
権
が
、
版
木
を
め
ぐ
っ
て
の
運
営
か
ら
、
新
技
術
の
印
行
に
変
わ
る
微
妙
な
時
期
の
動
向
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
和
歌
の
宗
匠
た
ち
の
立
場
そ
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

や
は
り
、
開
化
期
の
新
規
な
企
画
に
見
え
た
も
の
も
、
明
治
末
期
に
は
、
旧
派
と
呼
ば
れ
て
か
ぼ
そ
く
消
え
て
い
く
。

で
は
、「
和
歌
麓
の
塵
附
録
」
か
ら
、
い
く
つ
か
を
あ
げ
た
い
。

東
京
（
１
丁
裏
）

あ
つ
ま
な
る　

む
さ
し
野
は　

玉
し
き
の　

も
ゝ
し
き
や　

む
ら
さ
き
の　

さ
か
え
行

君
か
ま
す　

そ
は
み
や
こ
と　

御
代
の
は
て
な
き　

都
と
な
り
て　

限
り
し
ら
れ
ぬ

富
士
を
み
や
こ
の　

花
の
東
路　

今
そ
栄
行　

雲
井
と
な
り
て

　

か
ね
て
よ
り
限
り
し
ら
れ
ぬ
野
へ
な
れ
は
果
な
き
御
代
の
都
と
そ
な
る　

仝

鎮
台
（
３
丁
裏
）
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世
の
守
り　

国
の
守
り　

も
の
ゝ
ふ　
　

馬
車　
　

治
れ
る　

民
や
す
く　

う
ら
安
の

今
そ
名
に
お
ふ　

安
国
の
は
る　

御
世
や
す
か
れ
と　

し
つ
ま
る
み
く
に

守
り
し
す
め
て　

世
々
久
に　
　

世
の
民
く
さ　
　

御
代
久
に

こ
ゝ
ろ
ゆ
る
さ
す　

幾
千
代
の
国
の
守
り　

動
か
ぬ
御
代
の

　

青
柳
の
糸
静
か
な
る
御
代
に
も
風
の
乱
れ
を
守
る
か
し
こ
さ

学
校
（
４
丁
表
）
生
徒

い
と
け
な
き　

な
ら
ひ
得
て　

を
し
へ
草　

小
草　

人
と
な
る

学
ひ
す
る　

つ
と
に
お
き　

書
の
鼓　

ふ
み
ま
な
ふ　

み
く
に
の
文
字　

身
の
お
こ
な
ひ　

ま
か
る
こ
ゝ
ろ
を　

こ
と
国
の
文
字

雪
を
あ
つ
め
し　

蛍
あ
つ
め
し　

雪
と
ほ
た
る　

親
の
名
を
あ
ら
は
す

学
ひ
の
ち
か
ら　

こ
と
国
の
を
し
へ
も　

文
学
ふ
殿

　
　
　

ひ
ら
け
行
世
の
民
草
の
若
苗
は
こ
の
園
に
こ
そ
栽
へ
か
り
け
れ　
　

読
人
不
知

生
徒　

世
に
名
あ
る
翁
草
と
も
な
り
ぬ
へ
し
夕
道
を
菊
の
わ
か
苗　
　

芳
樹
（
近
藤
）

同　
　

朝
な
〳
〵
学
ひ
の
道
の
霜
を
ふ
み
雪
を
ふ
み
や
に
行
は
た
か
子
そ

同　
　

み
せ
は
や
な
処
か
へ
け
る
母
と
子
に
文
み
る
道
の
ひ
ら
け
て
し
世
を　

厳
夫

洋
行
（
４
丁
表
）
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異
国
に　

千
さ
と
の　

海
路
へ
て　

み
く
に
出
て　

い
く
ち
さ
と　

海
原
遠
く

千
里
の
う
み　

こ
と
の
は
の
通
は
ぬ　

ひ
ら
け
行
世
は　

み
く
に
よ
り
異
国
か
け
て

や
ま
と
の
国
は
ふ
る
郷
の
ひ
と　

か
へ
り
み
る
方
は
遥
と　

ま
な
ひ
〳
〵
て

八
重
の
潮
路

　

文
の
道
ひ
ら
け
〳
〵
て
行
末
は
こ
と
国
ま
て
も
通
ふ
人
　々

よ
み
人
不
知

士
族
帰
農
（
４
丁
裏
）

剣
太
刀
と
る
手
忘
れ
て
門
田
な
る
か
ゝ
し
の
弓
を
め
に
こ
そ
は
み
れ　

よ
み
人
不
知

人
力
車　

車
夫
（
５
丁
表
）

め
く
り
行　

人
車　

市
町
を　

と
く
も
行　

乗
人
の　

引
め
く
り

雨
に
猶　

こ
ゑ
高
く　

引
れ
行　

幾
里
も　

と
く
め
く
る

幾
さ
と
か
け
て　

急
く
を
常
に　

声
か
け
て　

冬
も
汗
つ
く　

乗
人
あ
れ
と

心
ひ
か
れ
て　

お
な
し
街
を
幾
め
く
り　

行
へ
と
ひ
つ
　ゝ

人
の
行
へ
を
行
へ
に
て

　

飛
か
け
る
力
車
と
お
も
ひ
し
は
世
の
諸
人
の
翼
な
り
け
り　

長
隣

　

心
よ
り
車
引
て
や
め
く
る
ら
ん
引
る
ゝ
身
と
も
な
り
な
ん
親
を　

仝

蒸
気
車

た
つ
け
ふ
り　

み
る
う
ち
に　

乗
る
と
み
て　

川
の
中
み
ち
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ゆ
き
ゝ
す
る
道
も
た
か
は
す　

山
を
く
ゝ
り
て　

し
は
し
は
く
ら
く　

黒
か
ね
の
道

郵
便
（
５
丁
裏
）

は
し
か
き　

玉
つ
さ　

い
と
早
く　

時
の
ま
に　

雁
の
使
は　

か
へ
し
待
に
も

日
を
数
ふ
れ
な
は　

何
の
力
に　

海
山
を　

い
か
て
か
く　

う
た
か
ふ
た
よ
り

千
里
の
外
も　

こ
と
国
か
け
て　

と
み
に
つ
た
へ
て　

こ
た
ふ
る
文
も

日
数
重
ね
ぬ　

翼
あ
る
雁
も
及
は
し　

遠
き
国
を
き
帰
も　

昔
も
し
ら
ぬ

ひ
と
ひ
の
ほ
と
に　

は
し
る
使
も

　

海
山
を
隔
つ
る
里
も
隣
か
と
お
も
ふ
は
か
り
の
文
の
行
か
ひ　

よ
み
人
不
知

　

翼
あ
る
雁
も
及
は
し
か
へ
り
て
聞
く
さ
へ
早
き
文
の
た
よ
り
は　
　

仝

写
真
（
７
丁
表
）

そ
の
ま
ゝ
に　

写
し
得
て　

も
の
い
は
　ゝ

動
き
な
は

画
と
は
お
も
は
す　

人
の
お
も
か
け　

か
た
ら
ふ
は
か
り　

と
は
ゝ
こ
た
へ
む

　

み
る
ま
ゝ
に
其
人
と
の
み
お
ほ
ゆ
れ
と
動
か
ぬ
に
こ
そ
写
し
画
と
し
れ　

よ
み
人
不
知

　

み
れ
は
た
ゝ
語
る
は
か
り
に
お
も
ほ
へ
て
心
も
う
こ
く
人
の
面
か
け　
　

厚
茂

新
聞
（
７
丁
表
）

そ
の
日
こ
と　

聞
ゝ
行
て　

告
わ
た
る　

居
な
か
ら
に
し
て　

世
の
こ
と
し
け
く
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つ
み
も
も
ら
さ
す　

は
や
聞
し
り
て　

こ
と
国
か
け
て

　

万
代
も
か
は
ら
ぬ
御
代
に
も
其
日
毎
か
は
り
し
事
を
み
る
は
め
つ
ら
し　

読
人
不
知

活
版
（
７
丁
表
）

時
の
間
に　

い
と
は
ゆ
も　

す
り
た
て
　ゝ

こ
と
は
の
は
や
し　

た
れ
う
ゑ
そ
め
て

千
々
の
言
の
は　

世
に
告
わ
た
る

　

時
の
間
に
言
の
葉
草
を
た
れ
う
ゑ
て
ひ
ら
け
行
世
の
花
を
み
つ
ら
ん　
　

仝

月
琴
（
８
丁
裏
）

か
ら
歌
を　

唐
人
か　

手
な
ら
す　

引
な
ら
し　

月
の
す
か
た

声
あ
る
月　

糸
の
四
筋　

う
た
ふ
か
ら
歌　

月
を
い
た
ゝ
き

く
も
ら
ぬ
月

　

雨
雲
は
千
里
の
空
に
ち
り
て
ん
と
月
に
声
あ
る
夕
た
の
し
も　
　

よ
み
人
不
知

氷
売
（
９
丁
裏
）

め
つ
ら
し
な　

い
か
に
か
こ
ひ
て　

氷
室
の
た
め
し　

冬
を
常
な
る

　

四
の
時
い
つ
と
か
わ
か
む
厚
氷
う
り
か
ふ
人
は
薄
も
の
ゝ
袖　
　

長
隣

　

富
士
の
ね
の
雪
さ
へ
消
る
み
な
月
に
氷
う
る
世
と
成
に
け
る
哉　

仝

　

ひ
ら
け
行
世
は
夏
虫
も
市
に
う
る
氷
に
冬
の
あ
り
と
知
ら
ん　
　

正
養
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屑
買
（
11
丁
裏
）

捨
ら
れ
し
身
は
な
け
か
し
を
屑
も
買
と
る
人
の
あ
れ
は
あ
る
世
に　
　

読
人
不
知

薬
売
（
11
丁
裏
）

さ
ま
〳
〵
に
薬
う
る
そ
と
聞
ゆ
也
老
す
死
す
の
声
も
立
て
ゝ
よ　
　

仝

「
祝
之
部
」
を
、４
丁
、十
六
の
和
歌
題
を
設
け
て
い
る
の
は
、『
改
正
増
補　

和
歌
麓
の
塵
』
の
購
買
者
の
利
用
目
的
に
合
わ
せ
た
配
慮
だ
が
、「
四
十

賀
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、「
五
十
賀
」「
六
十
賀
」
と
続
き
、「
百
歳
賀
」
ま
で
あ
げ
る
。
様
々
な
「
祝
」
が
あ
が
る
が
、「
職
業
の
自
由
」「
立
身
出
世
」

と
時
代
の
風
潮
趨
勢
を
反
映
し
た
「
開
業
祝
」「
昇
進
祝
」
な
ど
の
題
詠
や
歌
題
は
、
文
明
開
化
の
歌
書
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

む
す
び

『
明
治
現
存
続
三
十
六
歌
選
』（
明
治
十
八
年
四
月
刊
）
に
は
、
東
京
を
中
心
と
し
た
、
歌
人
三
十
六
人
が
あ
が
り
、
肖
像
画
が
載
る
。
正
・
続
の

二
編
で
、
有
賀
長
隣
は
、「
続
」
に
所
載
で
あ
る
。
有
賀
長
隣
は
、
片
膝
を
立
て
、
片
手
に
扇
を
ひ
ろ
げ
、
頭
髪
は
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
「
ざ
ん
ぎ
り
頭
」

で
あ
る
。

司
馬
遼
太
郎
の
小
説
『
坂
の
上
の
雲
』
に
、
有
賀
長
雄
が
登
場
し
て
い
る
。
有
賀
長
雄
は
長
隣
の
長
男
で
、
大
阪
で
種
痘
を
受
け
た
子
供
で
あ
る
。

小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
の
日
本
海
海
戦
に
登
場
す
る
、
大
日
本
帝
国
海
軍
旗
艦
三
笠
に
有
賀
長
雄
は
軍
人
で
な
く
、
法
律
顧
問
の
官
吏

と
し
て
乗
艦
し
て
い
た
。
戦
地
に
お
け
る
国
際
法
遵
守
、
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ん
だ
有
賀
長
雄
に
あ
た
ら
せ
た
。

単
な
る
戦
闘
シ
ー
ン
に
筆
を
尽
く
す
の
で
は
な
く
、
軍
人
と
動
き
を
と
も
に
し
て
、
戦
場
の
な
か
で
国
際
法
の
運
用
に
心
を
砕
く
若
い
官
吏
と
し
て
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有
賀
長
雄
を
点
描
の
よ
う
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

有
賀
長
雄
は
、
万
延
元
年
十
月
一
日
生
ま
れ
、
大
正
十
年
六
月
十
七
日
歿
、
号
は
、
掃
川
、
享
年
六
十
二
歳
。
大
阪
英
語
学
校
か
ら
開
成
学
校
に

進
み
、
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
進
む
。
東
京
帝
国
大
学
御
用
掛
、
東
京
帝
国
大
学
准
教
授
、
元
老
院
御
用
掛
、
な
ど
公
職
を
経
て
、

明
治
十
九
年
六
月
四
日
、
元
老
院
書
記
官
と
な
り
、
十
一
月
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
次
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
ィ
ー

ン
大
学
で
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
か
ら
国
際
法
を
学
ぶ
。
帰
国
後
、
国
際
法
の
権
威
と
さ
れ
て
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
日
本

の
様
々
の
法
制
度
の
調
査
補
完
に
あ
た
り
、
著
書
も
多
い
。⑨

家
学
の
和
歌
も
よ
く
し
て
、
和
歌
短
冊
を
よ
く
見
か
け
る
。
日
清
日
露
の
戦
役
に
詠
ん
だ
和
歌
の
短
冊
染
筆
を
乞
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
見

え
て
、
架
蔵
の
二
首
書
き
の
和
歌
短
冊
に
も
日
露
戦
役
の
和
歌
が
あ
る
。

　

旅
順
陣
中
に
旧
年
を
送
り
新
年
を
迎
へ
て　
　
　
　
　
　
　
　

長
雄

せ
め
立
つ
る
弾
を
こ
よ
ひ
の
鐘
に
し
て
い
く
さ
な
か
ら
に
年
は
く
れ
行

勝
ち
す
ゝ
む
国
の
ほ
ま
れ
と
も
ろ
と
も
に
の
ほ
る
初
日
の
光
の
と
け
き

馴
れ
た
詠
み
ぶ
り
で
、
旭
日
の
国
の
勢
威
を
、
戦
場
の
新
年
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
み
こ
む
和
歌
も
戦
場
の
詠
歌
と
あ
れ
ば
、
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
た
和

歌
に
欲
し
が
る
人
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
旧
派
の
歌
人
は
、
和
歌
短
冊
の
書
式
に
通
暁
し
て
い
る
が
、
和
歌
二
首
短
冊
と
い
う
と
、
初
心
の
人
に

は
難
し
い
。

ま
た
有
賀
長
雄
は
、
国
際
的
に
も
評
価
が
高
い
人
物
で
、
明
治
四
十
二
年
に
は
、
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
あ
が
っ
て
い
る
。⑩

有
賀
長
雄
の
弟
の
有
賀
長
文
は
、
実
業
家
で
、
三
井
合
名
常
務
理
事
と
な
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
に
、
三
井
合
名
会
社
を
頂
点
と
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
体
制
が
確
立
し
て
、
団
琢
磨
首
席
、
朝
吹
英
二
、
波
多
野
承
五
郎
、
有
賀
長
雄
、
小
室
三
吉
、
三
井
高
泰
の
五
人
が
参
事
に
あ
た
り
、
そ
の
一
人

が
有
賀
長
文
で
あ
っ
た
。
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『
明
治
文
雅
姓
名
録
』
明
治
十
六
年
版
を
み
る
と
、
有
賀
長
隣
の
住
居
は
東
京
の
「
三
番
町
六
十
七
番
地
」
と
、
あ
り
、
子
供
た
ち
の
近
代
教
育

の
場
は
大
阪
か
ら
東
京
に
移
り
一
家
で
移
住
し
た
こ
と
が
わ
か
る
、
長
隣
の
妻
の
勝
子
は
文
政
十
二
年
五
月
六
日
生
ま
れ
、
大
正
三
年
歿
、
享
年

八
十
六
歳
。

上
方
の
旧
派
歌
壇
の
歌
人
た
ち
が
老
齢
で
消
え
て
い
く
と
と
も
に
、
有
賀
家
の
よ
う
に
江
戸
が
東
京
と
改
ま
る
中
で
積
極
的
に
、
職
業
住
居
の
自

由
を
好
機
と
捉
え
、
東
京
と
い
う
中
央
に
進
出
の
余
力
が
あ
る
う
ち
に
、
大
阪
か
ら
東
京
に
活
動
の
場
所
を
移
し
た
有
賀
家
は
、
子
供
た
ち
に
和
歌

の
家
学
を
伝
え
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
時
代
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
官
界
と
財
界
に
進
み
家
名
を
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

有
賀
長
隣
の
『
改
正
増
補　

和
歌
麓
の
塵
』
は
、
地
下
堂
上
派
歌
学
の
最
後
の
歌
書
と
も
言
え
よ
う
し
、
文
明
開
化
期
の
旧
派
の
歌
人
達
の
意
識

が
う
か
が
え
る
歌
書
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
長
隣
は
有
賀
家
七
部
の
一
つ
『
和
歌
麓
の
塵
』
と
い
う
歌
書
を
、『
改
正
増
補　

麓
の
塵
』
と

地
下
堂
上
歌
学
を
新
時
代
風
に
し
て
世
に
送
り
、
当
時
の
時
勢
に
あ
わ
せ
た
。
そ
し
て
根
本
は
、
中
世
歌
学
の
近
世
風
の
解
釈
と
享
受
か
ら
の
和
歌

創
作
で
あ
る
か
ら
、
景
物
や
歌
題
を
代
え
て
も
、
時
代
を
追
う
開
化
和
歌
は
、
時
代
と
の
ず
れ
は
な
ん
と
も
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、

開
化
題
の
和
歌
は
十
数
年
程
を
経
る
と
黴
臭
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

ま
た
、
文
明
開
化
を
詠
ん
だ
和
歌
か
ら
、
リ
ア
ル
な
幕
末
明
治
の
歌
人
の
、
時
代
の
雰
囲
気
、
情
緒
が
伝
わ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
和
歌
と
い
う

詩
形
を
自
由
に
使
い
こ
な
し
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

注①	

森
繁
夫
著
『
人
物
百
談
』（
昭
和
十
八
年
七
月
十
五
日
刊
、
三
宅
書
店
）

②	

管
宗
次
・
馬
場
憲
二
編
『
関
西
黎
明
期
の
群
像
』（
２
０
０
５
年
５
月
20
日
刊
、
和
泉
書
店
）

③	

②
に
同
じ
。

④	

古
西
義
麿
「
大
坂
の
除
痘
館
を
め
ぐ
っ
て
」（
有
坂
隆
道
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
』
第
六
巻
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
刊
、
創
元
社
）
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⑤	

浅
井
充
昌
「
村
井
俊
蔵
と
村
井
宗
建
宛
・
村
井
俊
蔵
書
状
を
め
ぐ
っ
て
」（「
堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
38
、
１
・
18
、
２
０
０
３
年
）

⑥	
緒
方
富
雄
著
『
緒
方
洪
庵
伝
』（
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
五
日
刊
、
岩
波
書
店
）

⑦	

⑤
に
同
じ
。

⑧	

瀧
井
一
博
『
伊
藤
博
文　

知
の
政
治
家
』（
中
央
公
論
社
、
中
公
新
書
、
２
０
１
０
年
刊
）

		

我
部
政
男
・
広
瀬
順
皓
編
『
国
立
公
文
書
館　

勅
奏
任
官
履
歴
原
書　

上
巻
』（
柏
書
房
、
１
９
９
５
年
刊
）

⑨	

「
有
賀
長
雄
著
作
目
録
」
松
山
大
学
法
学
部
伊
藤
信
哉
研
究
所
、（
外
部
リ
ン
ク
）

⑩	

「
有
賀
長
雄
」（
國
學
院
大
學
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
国
学
関
連
人
物
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
）

（
す
が
・
し
ゅ
う
じ　

本
学
教
授
）
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